
お
お

た
け

ふ
み

お

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

大

竹

文

雄

専
攻
学
科
目

労
働
経
済
学

生

年

月

昭
和
三
六
年
一
月

略

歴

昭
和
五
八
年

三
月

京
都
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

同

六
〇
年

三
月

大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了

同

六
〇
年

七
月

大
阪
大
学
経
済
学
部
助
手

同

六
三
年

四
月

大
阪
府
立
大
学
経
済
学
部
講
師

平
成

二
年

四
月

大
阪
大
学
社
会
経
済
研
究
所
助
教
授

同

八
年

三
月

博
士
（
経
済
学
）

同

一
三
年

五
月

大
阪
大
学
社
会
経
済
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
九
年

四
月

大
阪
大
学
社
会
経
済
研
究
所
長
（
現
在
に
至
る
）
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博
士
（
経
済
学
）
大
竹
文
雄
氏
の
『
日
本
の
不

平
等
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

日
本
で
い
わ
ゆ
る
「
格
差
問
題
」、「
格
差
社
会
」
に
関
す
る
書
物
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
八
年
以
降
で
あ
る
が
、
大
竹
文
雄
氏
は
そ
の
数

年
前
か
ら
日
本
の
所
得
・
賃
金
の
分
布
に
関
心
を
寄
せ
、
国
際
的
研
究
状
況
を

参
照
し
つ
つ
、
多
数
の
正
統
的
実
証
研
究
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
こ
こ
で
ミ

ク
ロ
の
分
野
の
「
正
統
的
実
証
研
究
」
と
は
、
サ
ン
プ
ル
・
サ
イ
ズ
の
大
き
い

ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
統
計
的
に
分
析
し
て
、
様
々
な
仮
説
の
当
否
を
検
定
す
る
手

法
を
指
す
。
ま
た
大
竹
氏
は
政
府
統
計
等
が
存
在
し
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
自

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
設
計
し
実
施
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
重
要
な
試
み

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
の
不
平
等
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
は
、
大
竹
氏

（
お
よ
び
共
同
研
究
者
）
の
そ
れ
ら
の
実
証
研
究
の
、
二
〇
〇
五
年
の
時
点
で
の

集
大
成
で
あ
る
。
第
一
章
か
ら
第
五
章
は
、
主
に
所
得
格
差
に
関
す
る
様
々
な

事
実
と
、
所
得
格
差
・
所
得
再
分
配
政
策
に
関
す
る
人
々
の
意
識
を
扱
い
、
第

六
章
か
ら
第
一
〇
章
は
賃
金
格
差
に
関
す
る
事
実
と
、
賃
金
・
人
員
整
理
・
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
関
す
る
人
々
の
態
度
・
選
好
を
扱
っ
て
い
る
。

本
書
前
半
の
論
旨
は
、
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、

米
国
・
英
国
等
で
は
所
得
・
賃
金
の
格
差
の
顕
著
な
拡
大
が
見
ら
れ
、
日
本
で

も
同
様
の
傾
向
が
観
察
さ
れ
た
。
米
国
で
は
、
そ
の
重
要
な
原
因
は
、
技
術
進

歩
こ
と
に
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
革
命
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
学
歴
間

賃
金
格
差
の
拡
大
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、

学
歴
間
・
年
齢
間
・
企
業
規
模
間
の
賃
金
格
差
は
ほ
と
ん
ど
拡
大
し
て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
社
会
全
体
と
し
て
の
格
差
が
拡
大
し

て
い
る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
パ
ズ
ル
に
大
竹
氏
は
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、

日
本
で
は
「
人
口
の
高
齢
化
」
が
所
得
格
差
拡
大
の
主
要
な
部
分
を
説
明
す
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
同
じ
年
齢
層
の
者
の
間
の
所
得
格
差
（
分
散
）
は
、
若
年

層
で
は
小
さ
く
年
齢
と
と
も
に
拡
大
す
る
。
米
国
等
で
は
人
口
高
齢
化
が
日
本

の
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
で
、
高
齢
化
は
格
差
拡
大
の
要
因
に
な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
の
パ
ズ
ル
解
き
の
過
程
で
、
政
府
統
計
の
一
つ
で
あ
る
『
所
得
再
分

配
調
査
』
で
使
わ
れ
て
い
る
「
当
初
所
得
」
の
概
念
は
、「
公
的
年
金
」
を
含
ま

ず
「
退
職
金
」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
国
際
比
較
等
の
際
に
こ
の
概
念

上
の
違
い
を
無
視
し
た
一
部
の
論
者
の
議
論
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。一

九
八
〇
年
代
以
降
の
所
得
格
差
の
拡
大
の
う
ち
、
何
％
が
人
口
高
齢
化
に

一
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よ
る
か
は
、
分
析
の
基
礎
に
な
っ
た
統
計
と
時
期
に
よ
り
異
な
る
。
な
お
、
一

九
九
九
年
以
前
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
年
齢
階
層
内
（
特
に
若
年
者
層
）

で
格
差
拡
大
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
大
竹
氏
は
そ
の
「
予
兆
」
を
読

み
取
っ
て
い
た
が
、
人
口
高
齢
化
要
因
の
方
が
世
間
に
強
く
受
け
止
め
ら
れ

た
、
と
い
う
論
評
も
あ
る
。

高
齢
化
と
並
ん
で
最
近
の
日
本
で
所
得
の
不
平
等
度
を
高
め
て
き
た
も
う
一

つ
の
主
要
な
要
因
は
、
世
帯
構
成
の
変
化
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
四
人

世
帯
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
九
〇
年
代
に
は
二
人
世
帯
、
次
い
で
単
身
世
帯
が

多
く
な
り
、
ま
た
六
〇
歳
以
上
の
者
の
単
身
か
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
多
く
な
っ

た
。
高
齢
者
世
帯
の
増
加
は
勤
労
所
得
が
無
い
世
帯
の
増
加
を
意
味
し
、
所
得

分
布
を
不
平
等
化
さ
せ
る
。
ま
た
世
帯
の
小
規
模
化
と
女
性
の
社
会
参
加
の
増

加
も
、
世
帯
間
所
得
格
差
を
拡
大
す
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
最
近
の
所
得
格
差
の
拡
大
が
、
主
に
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
年

齢
構
成
の
変
化
と
単
身
世
帯
の
増
加
等
の
世
帯
構
成
の
変
化
と
を
反
映
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
所
得
不
平
等
化
は
あ
る
種
「
見
せ
か
け
」
の
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
近
年
、
多
く
の
人
が
所
得
格
差
を
実
感
し
、
所
得
格
差
に
関
心
を
寄
せ
て

い
る
。
そ
れ
は
何
故
か
。
格
差
の
実
態
と
人
々
の
意
識
の
差
の
関
係
を
問
う
こ

と
が
次
の
課
題
と
な
る
。
著
者
は
所
得
格
差
拡
大
に
つ
い
て
の
人
々
の
意
識

と
、
そ
れ
を
人
々
が
「
問
題
」
と
感
じ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
独
自
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
設
計
・
実
施
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
所
得
格
差
の
拡
大
を
認
識

し
、
か
つ
今
後
一
層
の
拡
大
を
予
想
す
る
人
が
多
い
。
こ
と
に
高
学
歴
者
・
高

所
得
者
は
低
所
得
者
以
上
に
所
得
格
差
の
高
ま
り
を
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
れ

が
「
問
題
」
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
所
得
再
分
配
の
強
化
を
支
持
す
る

の
は
、
高
所
得
者
よ
り
は
低
所
得
者
で
あ
り
、（
他
の
先
進
国
と
は
逆
に
）
女
性

よ
り
は
男
性
で
あ
る
。

本
書
の
後
半
で
は
、
日
本
の
賃
金
格
差
の
具
体
的
な
諸
相
に
つ
い
て
の
分
析

や
国
際
比
較
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
一
九
八
〇
年
代
の
賃
金
格
差
の

拡
大
は
、
労
働
者
の
高
齢
化
を
反
映
し
て
い
る
面
が
大
き
く
、
九
〇
年
代
以
降

は
、
賃
金
格
差
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
。
若
年
層
の
学
歴
間
賃
金
格
差
の

拡
大
、
大
卒
中
高
年
層
内
の
賃
金
格
差
の
上
昇
傾
向
、
不
況
期
の
企
業
規
模
間

格
差
の
拡
大
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
格
差
の
拡
大
等
、
賃
金
格
差
の

不
平
等
化
が
多
少
見
ら
れ
た
が
、
米
国
や
英
国
で
観
察
さ
れ
た
急
激
な
賃
金
格

差
（
こ
と
に
学
歴
間
）
の
拡
大
は
日
本
で
は
生
じ
な
か
っ
た
。
あ
る
書
評
者
は
、

本
書
の
主
た
る
分
析
対
象
が
「
男
性
の
常
用
雇
用
者
の
賃
金
」
で
あ
っ
て
、
非

正
規
従
業
員
こ
と
に
女
性
の
労
働
者
が
本
書
の
焦
点
か
ら
外
れ
て
い
る
と
批
判

し
て
お
り
、
ま
た
母
子
家
庭
、
脆
弱
な
有
子
家
庭
等
の
貧
困
の
問
題
も
提
起
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
大
竹
氏
も
、
女
性
の
場
合
、
非
正
規
従
業
員
を
サ
ン
プ
ル

に
加
え
る
と
賃
金
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
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米
国
・
英
国
・
カ
ナ
ダ
で
は
、
Ｉ
Ｔ
革
命
が
熟
練
労
働
者
へ
の
需
要
を
拡
大

し
、digitaldivide

と
呼
ば
れ
る
賃
金
格
差
の
拡
大
が
生
じ
た
が
、
大
竹
氏
は

そ
れ
ら
の
国
と
日
本
に
お
け
る
先
行
研
究
の
検
討
や
、
大
阪
府
が
実
施
し
た
あ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
の
分
析
を
通
じ
て
、
日
本
で
は
前
記
の
諸
国
と
は

異
な
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
使
用
が
賃
金
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
小
さ
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

本
書
は
刊
行
後
ま
も
な
く
い
く
つ
も
の
著
名
な
賞
を
受
賞
し
た
。
多
数
の
書

評
は
、
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
多
少
の
批
判
を
述
べ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
、

ほ
と
ん
ど
が
絶
賛
し
て
い
る
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
。

正
統
的
分
析
手
法
に
よ
っ
て
数
々
の
新
鮮
な
結
論
を
導
き
出
し
た
本
書
は
、

「
日
本
の
不
平
等
」
に
関
す
る
画
期
的
、
記
念
碑
的
な
業
績
で
あ
っ
て
、
日
本
学

士
院
賞
の
授
賞
に
十
分
値
す
る
。
た
だ
し
、「
日
本
の
不
平
等
」
の
状
況
は
年
々

変
化
す
る
。
研
究
対
象
の
変
化
は
社
会
科
学
に
と
っ
て
は
宿
命
的
な
も
の
で
あ

る
。
冒
頭
で
述
べ
た
正
統
的
分
析
手
法
に
基
づ
く
実
証
的
社
会
科
学
は
、
年
々

新
た
な
研
究
対
象
、
そ
し
て
新
た
な
問
題
と
取
り
組
ん
で
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
大
竹
氏
が
、
今
後
も
日
本
の
所
得
、
賃
金
、
さ
ら
に
は
資
産
の
分
配
の

分
析
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
九




